
様式第２号 

沖縄海区漁業調整委員会委員候補者推薦書（団体推薦用） 

 

１ 推薦を受ける者（被推薦者） 

ふりがな おきなわ たろう 
生年月日 

（年齢） 

昭和○年 ○月 ○日 

（  ○  歳） 氏名 沖縄 太郎 

住所 

電話番号 

〒000-0000 

  沖縄県○○市○丁目○番地                     

（TEL  000-000-0000 ） 

職業 漁業（マグロはえ縄） 性別 男 ・ 女 

経歴 

期間 内容（学歴・職歴・職名・役職名等） 

 昭和○年 ○月 ○○高等学校 ○○学科 卒業 

昭和○年○月～○年○月  株式会社○○会社勤務 

昭和○年○月～現在  ○○漁業へ従事 

昭和○年○月～現在  ○○漁業協同組合 正組合員 

平成○年○月～○年○月 ○○漁業協同組合 理事 

平成○年○月～現在 ○○漁業協同組合 代表理事組合長 

平成○年○月～○年○月 ○○協議会 会長 

 年  月 ～  年   月  

 年  月 ～  年   月  

 年  月 ～  年   月  

資格又は

表彰 

年月日 資格又は表彰の内容 

平成○年○月 ○○警察署 感謝状（○○活動） 

平成○年○月 ○○漁協からの表彰（漁獲優良者表彰） 

  

被推薦者

の資格等 

 

(被推薦者

の該当する

委員区分欄

を記入) 

漁業者･漁業

従事者委員 

主に従事する漁業種類（マグロはえ縄）  漁業従事年数（ ○年） 

☑法 138 条第５項の漁業者又は漁業従事者である。 

□法 138 条第５項の漁業者又は漁業従事者ではない。 

学識経験 

委員 

資源管理及び漁業経営に関する学識経験、その他専門分野 

中立委員 
□海区漁業調整委員会の所掌に属する事項に利害関係を有しない。 

□海区漁業調整委員会の所掌に属する事項に利害関係を有する。 

 ※法 138 条第５項の漁業者又は漁業従事者とは、１年に 90 日以上、漁船を使用する漁業を営み、又は漁業

者のために漁船を使用して行う水産動植物の採捕若しくは養殖に従事する者。 

委員区分: 漁業者･漁業従事者委員   学識経験委員   中立委員 

記載例 

※



２ 推薦をする団体（推薦者） 

ふりがな ○○ぎょぎょうきょうどうくみあい ふりがな   だいひょうりじくみあいちょう ○○○○ 

名称 ○○漁業協同組合 代表者氏名 
代表理事組合長 

○○○○○ 

住所 

電話番号 

〒000-0000 

沖縄県○○市○丁目○番地 

                        （TEL 000-000-0000  ） 

設立目的 

水産業協同組合法に基づき、○○○を行

うための団体 業務内容 

・○○ 

・○○○ 

・○○○ 

構成員の 

資格 

正組合員 地区内に住所を有し、かつ１年を通じて○○ 

准組合員 ○○○ 構成員数 
正組合員 ○人 

准組合員 ○人 

推薦理由 

(200 字程度) 

沖縄太郎は○○年間、○○漁業に従事しており、豊富な知識と経験を生かし、 

リーダー的な存在として、漁業者からの信頼も厚い。 

また、○○漁業協同組合の代表理事組合長を務めるなど指導力にも優れ、 

これまで地域の漁業の発展のため尽力しており、地域だけでなく、沖縄県の漁業 

についても問題意識をもち、○○や○○などをおこなっている。 

以上のことから、沖縄太郎は沖縄海区漁業調整委員会委員として適任である。 

沖縄県知事 殿 

 当法人（当団体）は、被推薦者を沖縄海区漁業調整委員会委員として推薦します。 

令和２年 ○月 ○日 

          法人又は団体の名称 ○○漁業協同組合 

代表者職･氏名(自署)  代表理事組合長 ○○○○ 印 

３ 被推薦者の同意及び誓約 

沖縄県知事 殿 

１ 私は、沖縄海区漁業調整委員会委員の推薦を受けることに同意します。 

２ 私は、募集要項に掲げる資格を満たしており、本推薦書に記入した内容は事実に相違ありません。 

３ 私は、沖縄県が委員の資格要件及び本推薦書に記入された内容に係る確認を行うため、必要に応

じて関係機関に照会することに同意します。 

４ 私は、本推薦書に記入された内容についてインターネット等により公表されることについて同意

します。（住所、生年月日、電話番号、資格又は表彰は除く） 

令和２年 ○月 ○日 

                    氏名（自署）  沖縄 太郎  印 


